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本

部

ひ
の
き
し
ん
ス
ク
ー
ル

「
依
存
症
の
お
た
す
け
」
６
月
26
日
〜
27
日
、
「
図
書
修
理
」
７
月
２
日

両
ス
ク
ー
ル
と
も
詳
細
は
布
教
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
天
理
時
報
」
に
つ
い
て

紙
代
、
発
送
、
輸
送
費
の
高
騰
に
よ
り
、
本
年
度
の
発
行
を
46
回
か
ら
43

回
と
し
、
購
読
料
を
据
え
置
き
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
理
解
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

登
殿
参
列
に
つ
い
て

立
教
一
八
六
年
７
月
登
殿
参
列
の
割
り
当
て
月
に
な
っ
て
い
ま
す
。
参
列

教
会
数
は
９
教
会
で
、
次
の
通
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

野
辺
地
・
浪
岡
・
山
都
一
・
金
木
・
油
川
・
北
城
真
・
外
ヶ
浜
・
古
間
木
・

津
軽
新
城
で
す
。

な
お
、
服
装
は
、
教
服
に
白
足
袋
で
す
。
ま
た
、
袂
に
入
る
く
ら
い
の
正

座
椅
子
は
持
ち
込
み
頂
い
て
も
結
構
で
す
。
雪
駄
、
下
駄
は
詰
所
で
用
意
し

ま
す
が
、
ご
自
分
で
用
意
さ
れ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
都
合
が
悪
く
参
列
が
出
来
な
く
な
り
ま
し
た
ら
、
早
急
に
輪
西
分

教
会
佐
々
木
（0

9
0
－
2
3
6
6
－
8
4
6
3

ま
で
）
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

大

教

会

部
内
「
諭
達
」
巡
教

２
月
か
ら
は
じ
ま
り
ま
し
た
各
教
会
へ
の
「
諭
達
」
巡
教
は
、
５
月
を
も

ち
ま
し
て
終
了
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
お
受
け
く
だ
さ
い
ま
し
た
教
会
、
ま

た
巡
教
員
の
方
々
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
、
各
教
会
の
「
活

動
目
標
」
と
巡
教
員
は
報
告
書
等
を
、
６
月
22
日
ま
で
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

大
教
会
当
番
表
に
つ
い
て

別
紙
の
よ
う
に
、
婦
人
会
委
員
伏
せ
込
み
を
入
れ
ま
し
た
の
で
、
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

創
立
百
三
十
周
年
記
念
祭

記
念
祭
の
時
に
よ
う
ぼ
く
、
信
者
さ
ん
へ
お
渡
し
す
る
記
念
品
を
注
文
す

る
為
、
配
布
数
を
直
轄
每
に
取
り
ま
と
め
て
申
し
込
み
を
お
願
い
い
た
し
ま

城
山
大
教
会
活
動
方
針

日
々
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
、

ご
恩
報
じ
に
つ
と
め
よ
う

一
、
お
つ
と
め
に
心
を
込
め
よ
う

一
、
家
族
で
日
参
を
実
行
し
よ
う

一
、
自
分
に
で
き
る
お
た
す
け
を
し
よ
う

一
、
お
ぢ
ば
が
え
り
を
し
よ
う
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す
。
ま
だ
品
物
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
数
の
確
認
の
為
で
す
。

六
月
月
次
祭
神
殿
講
話

縦
の
伝
道
講
習
会

神
殿
講
話
に
代
え
て

廻
廊
拭
き
ひ
の
き
し
ん
（
第
一
四
四
回
）

実
施
日

４
月
25
日

参
加
者

男
子

７
名

女
子

３
名

計

10
名

毎
月
25
日
に
廻
廊
拭
き
ひ
の
き
し
ん
を
行
い
ま
す
。

祭

事

部

月
次
祭
の
お
つ
と
め
奉
仕

毎
月
の
お
つ
と
め
奉
仕
並
び
に
祭
儀
式
の
役
割
は
、
記
念
祭
当
日
の
役
割

に
準
じ
て
つ
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
出
来
る
だ
け
欠
席
の
無
い
よ
う

に
お
運
び
い
た
だ
き
、
お
つ
と
め
下
さ
い
。
又
、
地
方
に
当
た
っ
て
い
る
人

は
、
三
代
真
柱
様
の
Ｃ
Ｄ
に
合
わ
せ
る
よ
う
十
分
練
習
を
し
て
下
さ
い
。

教

務

部

宗
教
法
人
実
務
担
当
者
研
修
会

６
月
26
日
（
月
）
１
時
30
分
〜
16
時

第
38
母
屋

布

教

部

城
山
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
出
張
所

2
0
2
3

年
４
月
報
告

荒
関
美
智
子

４
月
の
出
張
所
月
次
祭
を
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
と
共
に
つ
と
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

他
に
は
、
今
年
の
ウ
ィ
ー
ン
で
開
催
予
定
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て
、

美
智
子
、
榎
本
ひ
さ
さ
ん
、
ル
イ
ス
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
氏
の
三
名
で
更
に

検
討
を
加
え
、
具
体
的
な
計
画
を
練
っ
て
お
り
ま
す
。2

0
2
3

年
５
月
19
日
に

榎
本
ひ
さ
さ
ん
の
ア
ト
リ
エ
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。
そ
の
場

所
に
人
が
集
う
こ
と
に
加
え
、
ズ
ー
ム
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
も
考
え
て

い
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
出
張
所
の
長
谷
川
善
久
所
長
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

ま
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
の
前
に
、
全
教
一
斉
ひ
の
き
し
ん
デ
ー
活
動

の
一
環
と
し
て
、
ウ
ィ
ー
ン
市
内
の
プ
ラ
ー
タ
ー
公
園
（
ウ
ィ
ー
ン
市
民
の

憩
い
の
場
所
。
観
覧
車
で
有
名
）
で
清
掃
活
動
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

に
関
す
る
詳
細
は
ま
た
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

詰

所

こ
ど
も
お
ぢ
ば
が
え
り

団
体
の
申
込
受
付
を
開
始
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

窓
口
は
瀬
川
（
野
邊
地
）
又
は
佐
々
木
（
輪
西
）
ま
で
。

尚
、
今
年
は
諸
事
情
に
よ
り
、
原
則
と
し
て
城
山
関
係
の
み
の
受
付
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

受
け
入
れ
ひ
の
き
し
ん
者
募
集

こ
ど
も
お
ぢ
ば
が
え
り
の
受
け
入
れ
ひ
の
き
し
ん
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。



城 山 月 報

3

青

年

会

青
年
会
城
山
分
会
総
会
報
告

４
月
23
日
、
大
教
会
に
て
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
青
年
会
員
18

名
、
そ
の
他
多
数
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
無
事
に
つ
と
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
多
大
な
る
お
力
添
え
、
お
声
が
け
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

千
遍
配
信
終
了

前
期
委
員
会
時
よ
りY

o
u
T
u
b
e

に
て
配
信
し
て
お
り
ま
し
た
千
遍
で
す
が
、

先
日
千
遍
目
に
到
達
し
新
規
の
配
信
を
終
了
致
し
ま
し
た
。
今
ま
で
配
信
さ

れ
た
動
画
は
引
き
続
き
視
聴
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

少

年

会

こ
ど
も
お
ぢ
ば
が
え
り
に
つ
い
て

今
年
の
お
ぢ
ば
が
え
り
の
行
事
、
カ
レ
ー
食
の
申
し
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
予
約
に
な
り
ま
し
た
。
申
し
込
み
は
７
月
１
日
10
時
よ
り
７
月
20
日
24
時

ま
で
で
す
。

各
教
会
に
、
「
教
会I

D

」
と
「
パ
ス
ワ
ー
ド
」
が
記
入
さ
れ
て
い
る
用
紙

を
お
渡
し
し
ま
す
。
紛
失
し
な
い
よ
う
に
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
４
月
に

配
布
い
た
し
ま
し
た
、
要
項
を
参
考
に
申
し
込
み
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

不
明
な
点
は
団
長
佐
々
木
又
は
、
前
団
長
柴
田
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
ど
も
お
ぢ
ば
が
え
り
チ
ラ
シ
の
申
し
込
み

こ
ど
も
お
ぢ
ば
が
え
り
チ
ラ
シ
の
申
し
込
み
用
紙
を
配
布
い
た
し
ま
す
。

各
教
会
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

頒

価

１
包
（
30
枚
）
百
五
十
円

立
教
一
八
六
年
さ
ん
さ
い
の
里
キ
ャ
ン
プ

利
用
案
内
を
配
布
い
た
し
ま
す
。

開
催
期
間

８
月
12
日
～
16
日
、
19
日
～
24
日
ま
で

申
し
込
み
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
、
一
週
間
前
ま
で
に
申
し
込
み
下

さ
い
。

少
年
会
「
縦
の
伝
道
講
習
会
」

期

日

６
月
22
日
（
木
）
月
次
祭

神
殿
講
話
に
て

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
等
で
暫
く
開
催
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
こ
ど
も
お
ぢ
ば
が
え
り
前
に
少
年
会
本
部
よ
り
先
生
を
お
迎
え
し
、

お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
ご
参
加
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

学
生
担
当
委
員
会

学
生
生
徒
修
養
会
高
校
の
部

期

間

令
和
５
年
８
月
11
日
〜
15
日

受
講
対
象

高
等
学
校
に
在
学
し
、
全
期
間
受
講
出
来
る
者

募
集
人
員

七
百
名

内

容

講
話
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

受
講
御
供

一
万
円

詳
し
く
は
委
員
長
森
内
ま
で
。
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ニ

ュ

ー

ス

初

席
３
月
27
日

秋
元

輝
（
野
内
・
野
菊
布
）
22
歳

を
び
や
許
し

４
月
30
日

杉
山

采
美
（
東
通
）
28
歳

こ

と

み

お
守
り
下
附

４
月
24
日

田
中

紬
蔡
（
五
所
川
原
）
０
歳

つ

む

ぎ

会
長
就
任
奉
告
祭

浪
岡
分
教
会
の
関
美
佐
子
は
、
去
る
３
月
26
日
九
代
会
長
の
理
の
御
許
し

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
４
月
30
日
に
は
、
大
教
会
長
御
夫
妻
を
お
迎

え
し
て
、
九
代
会
長
就
任
奉
告
祭
が
執
り
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

け
い
じ
ば
ん

六
月
大
教
会
神
殿
奉
仕

５
月
27
日

～

６
月
１
日

東
松
島

６
月
１
日

～

６
日

陸
奥

６
月
６
日

～

11
日

東
奥

６
月
11
日

～

16
日

き
や
ま
講

６
月
16
日

～

21
日

梅
澤

６
月
21
日

～

24
日

大
教
会
役
員
、
函
館
（
布
）

６
月
25
日

～

26
日

き
や
ま
講

６
月
27
日

～

７
月
１
日

南
津
軽

大
教
会
伏
せ
込
み
ひ
の
き
し
ん

布
教
部

修
養
科
始
業
講
習

田
中

道
弘
、
相
内

知
昭

修
養
科
修
了
講
習

田
中

道
弘

教
養
掛

須
藤

宏
文
（
５
月
24
日

～

６
月
28
日
）

阿
部

豊

（
６
月
24
日

～

７
月
28
日
）

婦
人
会
当
番

六
月
教
祖
お
み
や
げ
、
女
鳴
物
、
厨
房
、
洗
濯
当
番
、
詰
所
ひ
の
き
し
ん

南
津
軽
、
上
南
、
き
や
ま

各
委
員
部

六
月
委
員
伏
せ
込
み
ひ
の
き
し
ん

村
田

良
子
、
小
田

美
枝
子

六
月
月
次
祭
祭
典
雅
楽

一
、
調

子

黄
鐘
調

一
、
曲

目

拾
翠
楽

海
青
楽

千
秋
楽

越
殿
楽

鳥

急

西
王
楽
破

詰
所
ま
な
び
月
次
祭

日

時

６
月
11
日
（
日
）
午
後
５
時
か
ら



大

教

会

長

下

山

　

武

小

野

道

幸

小

田

晴

恵

荒

関

美

智

子

小

田

美

枝

子

赤

平

治

三

石

原

旬

一

田

中

道

弘

工

藤

寿

美

村

田

　

勇

高

橋

邦

和

田

中

美

穗

子

宮

澤

民

枝

会

長

夫

人

高

橋

邦

武

松

浦

靖

治

小

田

真

一

郎

小

関

善

信

瀬

川

初

人

蒔

田

由

美

子

村

田

良

子

高

橋

　

節

森

内

聖

也

相

内

知

昭

小

田

　

裕

柏

田

親

邦

阿

部

　

豊

工

藤

恒

美

瀬

川

三

都

子

野

中

華

子

関

美

佐

子

須

藤

宏

文

北

山

道

治

堀

口

教

之

田

口

栄

一

秋

山

亮

克

相

内

真

喜

子

平

生

光

枝

芝

崎

み

よ

子

高

橋

邦

之

蒔

田

登

紫

行

佐

々

木

　

誠

近

藤

文

雄

五

日

市

正

道

柴

田

知

弘

戸

塚

美

代

子

高

橋

啓

子

蝦

名

敬

子

澤

野

公

志

棟

方

典

人

工

藤

寿

美

小

野

道

幸

瀬

川

初

人

石

原

旬

一

大

教

会

長

森

内

聖

也

村

田

　

勇

祭

主

地

方

胡

弓

三

味

線

琴

小

鼓

す

り

が

ね

太

鼓

拍

子

木

ち

ゃ

ん

ぽ

ん

笛

て

お

ど

り

献

饌

長

す
わ
り
づ
と
め

前

半

下

り

後

半

下

り

指

図

方

賛

者

扈

者

六
月
月
次
祭
々
典
役
割
表

立
教
一
八
六
年
（
令
和
五
年
）

六
月
二
十
二
日
九
時
三
十
分
執
行

〇
直
轄
の
会
長
さ
ん
は
、
役
割
に
当
た
っ
て
い
る
人

に
お
声
掛
け
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

〇
地
方
は
、
真
柱
様
の
Ｃ
Ｄ
（
「
三
代
真
柱
」
と
表

示
）
に
合
わ
せ
る
よ
う
十
分
練
習
し
て
下
さ
い
。

〇
婦
人
の
帯
は
、
六
月
～
九
月
は
夏
物
、
十
月
～
五

月
は
冬
物
。

〇
止
む
な
く
奉
仕
で
き
な
い
場
合
は
、
前
日
ま
で
に

大
教
会
へ
届
け
出
て
下
さ
い
。

控
え

　

お
つ
と
め
奉
仕
者
以
外
の
全
教
会
長
夫
妻
、
全
布
教
所
長

　

松
浦
春
年
、
須
藤
司
、
田
中
元
直
、
小
田
真
二
、
櫻
田
陽
一


